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「潰瘍性大腸炎手記」匿名希望 21 歳 

 

2011 年 10 月 28 日 

潰瘍性大腸炎に選ばれてしまった私 

（乙女らしいなんというユーモラスで無邪気なタイトルでしょう。このようなタイトルが

書けるのも、世界中の医者たちが原因不明の絶対に治らないという潰瘍性大腸炎が治って

しまったからです。この世に治らない病気は何一つないにもかかわらず、大病院で“死の

宣告”をされたにもかかわらず、可愛い娘のことを思う深いご両親の愛情が私を見つけ出

すことを可能にさせたのです。そのいきさつは手記をお読みになればお分かりになるでし

ょう。） 

 

「潰瘍性大腸炎です。」 

「難病です。」 「大腸癌になる可能性も高いです」 

「原因は不明です」 「人工肛門になる人もいます」 

「一生お薬を飲み続けなければなりません。」 

「現代の医学では治りません」 

 総合病院で、検査結果の後医師にこう宣告された時、大学三回生、20 歳の私は目の前が

真っ暗になり、ショックで言葉がでませんでした。（医者が言った言葉は全て嘘です。この

ような嘘をつかせるのは、大学病院の教授たちであり、医学会のボスたちです。若い可愛

い乙女に破廉恥を通り越して犯罪的な宣告を堂々と言い放つ医者たちの非人間的な言動に

毎日毎日怒りまくっていますが、医学会という権力の前には私の怒りなどは風前の灯にも

なりません。 

クローン病や潰瘍性大腸炎などは炎症性腸疾患と言われるものですが、この学会を取り

仕切っているのが慶応大学医学部消化器内科の教授である日比紀文教授です。彼が編集し

た最新医学社の「炎症性腸疾患 消化器４」の執筆者には 50 余りの医科大学の消化器内科

や消化器外科の錚々たる教授や講師連が名を連ねています。しかし一介の開業医が治せる

病気を誰一人として治す事ができないのです。彼らは病気を作る治療法を特異的治療と名

づけて、製薬メーカーと病院が儲かるように仕組んでいます。彼らは何のために大学教授

をやっているのでしょうか？彼らは病気の定義さえ知らないのですから、潰瘍性大腸炎を

治せないのは当然といえば当然であります。彼らは病気を治すのは患者さんの免疫の遺伝

子であるという事さえ知らないのです。 

ちなみに慶応大学医学部には放射線科の講師で癌の真実の全てを語り尽くしている、私

よりもはるかに優れた近藤誠医師がいます。皆さん、癌の真実を知りたい方は近藤誠先生

が書かれたどんな本でもいいですから、真剣に読み込んでください。癌の全てがわかるは
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ずです。癌の治療に関してもいかに医者たちが嘘をつきまくっているかがお分かりになる

でしょう。） 

  

 それは 2011 年 4 月 21 日のことです。それから松本先生に出会い、漢方に出会い半年が

過ぎました。今ではその宣告がまるで嘘のように毎日元気に過ごしています。同じ病気で

悩んでいる人の尐しでも助けになればと、現在までの途中経過をご報告します。（潰瘍性大

腸炎は英語で Ulcerative Colitis といい、略して UC といいます。余計な治療を一切しな

いで私を見つけられた方なので、“一生治らない病気”が半年で良くなってしまいました。

同世代の若い人たちが同じ病気で一生悩まないように、優しい気持ちでこのような手記を

書いていただけました。感謝します。） 

  

 2011 年 3 月の初め頃から便に血が混じるようになりました。母に相談したら、「痔かもし

れない。一回病院に行ってみようか？」と言われましたが、見てもらう場所が場所ですの

で、すぐに病院に行く勇気がありませんでした。（若い人が痔になる理由はほとんどありま

せんので、痔と診断された若い人の痔はほとんどがクローン病(CD)か潰瘍性大腸炎(UC)の

初期の一症状です。私のホームページを読んでいる方は既に書いているので、CD も UC も腸

管で化学物質と IgG で戦っているに過ぎないことはご存知でしょう。このときに痔と言わ

れて痔の坐薬を使い出すと、本格的な CD や UC になってしまうのです。その理由を説明し

ましょう。 

痔にしろ CD や UC にしろ、多かれ尐なかれ痛みと出血が伴います。特に痔の痛みは耐え

難いときがあります。この痛みを除去する最高の薬はステロイドであります。医者が出す

痔の坐薬にも薬局で売られている全ての痔の坐薬にはステロイドがたっぷり入っています。

ステロイドが入っていない痔の坐薬は絶対に売れないからです。ステロイドを使えば一時

的には痛みは一挙に解消しますが、元の病気である痔や CD や UC を治しているのではあり

ません。免疫の遺伝子を変えて一時的に戦いをやめさせているだけですから、遺伝子が修

復されてしまうと再び症状がリバウンドの形で生じます。痛みがさらにひどくなるので、

否が応でも再びステロイド入りの坐薬を用いざるを得なくなります。これの繰り返しをや

ると、どんどん免疫の遺伝子はますます変えられ、肛門の周りの炎症が直腸や結腸に及び、

果ては小腸回盲部まで波及し、知らぬ間に本格的な CD や UC になり痔の坐薬が“永遠に治

らない病気”を作ってしまうのです。つまり医薬原病となってしまいます。 

武田製薬が売り出しているボラギノールなどは最悪の痔の薬の一つです。簡単にステロ

イド入りの薬を薬局で売ってはならないという法律が必要であります。しかしながら世界

に冠たる製薬メーカーに物申しても勝てるわけはありません。残念です。一般市民がもっ

と医療の真実を知るべきですが、大衆は勉強が大嫌いですから、大衆の医療についての無

知はいつまでたっても治りそうもないようです。皮肉を言わせてもらえば、全ての大衆の

病名は“不勉強病”です。逆に“遊び病”と言ってもいいかもしれません。養老孟司に言
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わせれば、これに効く薬は自分で自分の愚かさ、バカさ加減を知ることですが、果たして

養老先生の言うように自分の無知ぶりを認識できる人は何人いるでしょうか？） 

しかし症状は一向に良くならず、下痢が続き腹痛もおこり、食べたらすぐトイレに行くよ

うな日が続きました。やはり心配になり、3月 30 日総合病院の内科を受診しました。「潰瘍

性大腸炎の疑いあり。」と言われましたが、その時はあまり詳しく説明されることもなく、

4 月 21 日に大腸内視鏡の予約をし、アサコールとビオスリーという薬をいただいて帰って

きました。家に帰ってインターネットで調べましたが、あまり自覚もなく、薬を飲めば治

るのだろうという認識でした。しかし、4月 21 日の検査の予約を待てず、4月 15 日に下痢、

下血がひどくなり、再び病院に行ったところ、即入院になりました。（情報の革命がインタ

ーネットを通じて世界中で巻き起こっています。彼女も UC についてインターネットで調べ

たようですが、どういうものか UC についての認識を初めは得ることができなかったようで

す。それでも入院してからインターネットを通じて私のホームページをご両親が見つけ出

されて命拾いをしたわけです。インターネット万歳です。一方ではこのインターネットを

悪用して間違った情報を流し続けて金儲けをたくらむ人たちが増えてきました。騙されな

いためには、最終的にはインターネットを通じて送られる情報が正しいかどうかを判断で

きるネットユーザーの知的レベルが大切になってきます。とどのつまりは現代の“知能社

会”において最も大切な頭の働きは、正しい論理を理解し、それを判断できる能力です。

そのためには常に知性を磨く必要がありますが、一般大衆は残念ながら先ほど述べたよう

に勉強よりも遊びが好きですから、知性のレベルは上がりようもありません。しかし彼女

のお父さんお母さんはそのレベルに達しておられたからこそ当院に救いを求めてこられた

のであります。） 

  

 生まれて初めての胃カメラ、そして内視鏡検査は私にとって大変きついものでした。そ

して 4月 21 日検査結果から「潰瘍性大腸炎」と告げられたのです。 

入院したその日からアサコール３錠、ビオスリー１錠食後１日３回飲んでいましたが、精

神的ショックもあったのか症状はどんどん悪化し、下血が止まらず、お腹は痛み何度も病

院のトイレに駆け込む日が続きました。（精神的ショックはまさに自分の副腎皮質から大量

のステロイドホルモンを出して耐えなければならないのです。ショックが強ければ強いほ

ど、鬱にならないために自己のステロイドホルモンは増え続けます。研究によれば最大正

常な産出量の20倍も自分の副腎皮質から出すことで精神的ショックに耐えることができる

といわれています。このときに著しい免疫の抑制が起こるのです。この後つかの間のホッ

としたときに免疫のリバウンドが起こり、免疫の戦いが回復し症状がどんどんひどくなっ

ていくのです。症状は免疫と敵との戦いに見られる正しい免疫の働きであることを確認し

ておいてください。こんな簡単なことも世界中の医者は誰一人として知らないのです。い

や知っているのですが、患者を犠牲にして金儲けをするために嘘をついているだけです。 

製薬メーカーと医学会のボスである医学部の大学教授が優れた知能を結集して CD や UC
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を“治らない病気”と捏造したのです。皆さん、一介の開業医である私が治せる病気を、

全世界の最優秀の人たちの集団である、医学会に属している医者たちが治せないとお考え

ですか？まさか私が世界一賢い医者だとお思いではないでしょうね？ワッハッハ！） 

先生から、私と家族にこれからの治療法について説明がありました。お薬だけで効かな

い場合はＧキャップ（顆粒球吸着療法）かステロイド投薬があるが、ステロイドはムーン

フェイスになったり副作用も強いので、Ｇキャップをすすめられました。私も家族もやは

りこんな大病院の医師からこの治療法がベストであり、「我が病院は厚生労働省の指導にの

っとって進めている」と言われれば、「お願いします」と頭を下げるしかなかったのを覚え

ています。（厚生労働省の官僚たちは東大法学部出身です。医者の免許を持った医療技官が

いますが、彼らはお飾りに過ぎません。技官は絶対に厚労省の次官まで出世することは絶

対にありません。彼らは臨床の経験は全くない上に、ペーパードクター以外の何者でもあ

りません。医療行政と臨床と医師免は全く違った世界です。 

ところが厚生労働省の東大法学部出身が握っている権力は絶大であります。医者たちが

画策して良い薬だとか最高の標準治療だとか特異治療だとかを東大医学部の教授に吹聴さ

れますと、東大法学部出身の官僚もイチコロです。だって彼らは医学知識もなく臨床経験

もなく医学研究も全くない権力者ですから。ハンコを押すのは東大法学部出身の権力者で

ありますが、医療行政そのものを直接的かつ実際的に支配しているのは医学者たちであり、

薬の内容については厚労省の官僚はイエスマンに過ぎません。それどころか彼らはいずれ

天下りをする必要がありますから、現役時代には大いに製薬メーカーに儲けさせておかな

いと大きい顔ができないので、医学部の教授が持ってきた薬は認めざるを得ないのです。 

本来、厚労省は患者の病気を治す為に存在すべき権力でありますが、患者は全く無視さ

れています。だって患者に良いことをしてあげても、患者はお返しをしてくれますか？自

分の出世を保証してくれますか？地位も金も知識も権力も何もない一般大衆の患者に何を

求めることができるでしょうか？彼らは政治家と違って無知な大衆に選ばれることさえな

いからこそ、常に彼らの目は製薬メーカーや製薬メーカーと密着した医者に向かわざるを

得なくなります。元来、患者を守るために厚労省はあるべきなのに、常に間違ったことを

せざるを得ないのです。残念の極みです。このようなシステムは国家が存在する限り永遠

に変わらないでしょう。 

薬は“良く効く”という根拠で認めるべきものではありません。薬は“病気を治す”か

らこそ認められるべきものなのです。言うまでもなくまず病気は自分の免疫で治すもので

すから、病気を治す薬などというものは何一つないのです。それでも免疫を手助けできる

薬は存在するのです。そのような薬だけを厚労省は認めればよいのです。 

現代の文明に見られる病気の原因は化学物質・ウイルス・細菌しかないわけですから、

ワクチンと抗生物質と抗ウイルス剤と漢方煎剤だけであります。このような薬だけを世界

中の厚生省が認めればそれこそ製薬メーカーは軒並み破産し、病医院も、もちろん私の医

院も潰れてしまうでしょう。“真実の医薬大不況”が世界中を覆ってしまうでしょう。ワッ
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ハッハ！ 

社会組織においてひとたび間違った金のかかるシステムが作り上げられると、そのシス

テムを正しく戻すのには結局は革命しかないのです。これは社会医療保険システムだけに

とどまる話ではありません。例えば現代文明がエネルギーに依存するシステムで成り立っ

ている限りは、またこのシステムを維持するために、必然的に核エネルギーを必要とした

ために最も危険な原子炉が世界中には 430 以上も作られてしまいました。400 人のテロリス

トが自分の命と道連れに 1 個 1 個の原子炉に自爆テロを仕掛けたら世界はどうなるでしょ

うか？いや地震や津波が突然に襲い福島の二の舞になったらどうなるでしょうか？にもか

かわらず現代文明の繁栄を続けるためには、これからも原子炉を増やさざるを得ないので

す。もし全ての原子炉をやめてしまえば、世界は大不況に陥ってしまうでしょう。世界中

の資本主義はもたなくなってしまうでしょう。 

いずれにしろ全ての分野においていえることですが、貪欲が作り上げた一時的な快楽は

永続するものではなく、最後は人類を破滅に追いやるでしょう。大衆の無限の欲望、権力

者の無限の欲望、資本家の貪欲が地球も滅ぼすことになるでしょう。誰がブレーキをかけ

ることができるでしょうか？不可能でしょう。 

マイナーな医療界の病気の治療の世界についても同じことがいえます。CDや UC は原因は

不明であり、絶対に治らないと断言し、一時的には炎症を取れる毒薬を投与することはで

きても、根本治療をしているわけではないので、一生飲み続けねばならない薬を認可する

厚生労働省は何のためにあるのでしょうか？まさに製薬メーカーや医師会や医学会だけの

繁栄のためにお墨付きを与えるためです。決して患者の病気を治す為ではありません。悲

しいことです。さらに TPP が結ばれるとアメリカの製薬メーカーや FDA が日本の医薬業界

を支配することになるでしょう。ますます医薬業界は複雑になり、患者を治す為の医療か

ら遠ざかっていきます。このような巨大で複雑で利害が絡みすぎた医薬業界を変えるなど

という事は絶対に無理です。革命を起こしても人間の貪欲が消えない限り、元の木阿弥に

なるでしょう。 

最近、古賀茂明という人物がマスコミをにぎわせています。彼は官僚たちが国のためで

はなくて省益のために利権拡大と地位にしがみつき、天下りもサボタージュも恥と思わな

い官僚機構を変えようとしたために、経済産業省を辞めさせられたのです。古賀茂明氏は

「官僚の責任」や他の書物を書いて官僚機構の内部告発をやっていますが、巨大な官僚シ

ステムに勝てそうもありません。彼もいずれは権力層から完全に葬られてしまうでしょう。

私も既成の医療界から既に村八分にされていますが、私には病気を治せる患者さんがつい

てきていただけるので、たとえ医療界から葬られても病気を治してもらいたい患者がいる

限りは生き延びることが可能だと確信しております。 

私もどれほど薬業界・医療界の過ちを暴露しても、既に作り上げられたシステムが変わ

るはずはないことは知っています。それでもこのようにホームページで患者さんに伝えよ

うとするのは、システムの犠牲者にならなければ全ての病気が治るという事を伝えてあげ
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たいのです。もちろん患者の病気を治す為に一生捧げるつもりです。 

架空の話ではありますが、全ての患者さんが松本医院に来られれば、自然に製薬メーカ

ーがつぶれ、大病院がつぶれて、患者の病気は自分の免疫で治ってしまうという事態に 200

年後にはなっているかもしれません。もちろんそれまで地球が存在していればの話ですが。

ワッハッハッハ！） 

  

 4 月 25 日。初めてのＧキャップ、透析ルームで行われました。私はとても怖くてそして

痛みもかなりありました。これを 10 回もするんだと思うと泣けてきました。そして 10 回

しても治ることはないんだと思うともっと泣けてきました。実はこの頃父は、インターネ

ットで松本医院を見つけ手記を読み、松本先生の理論を何度も読んでいたそうです。（この

お嬢さんの感覚はまとも過ぎます。とってもナイーブで、とっても素直で、とっても賢い

お嬢さんです。痛いこと、怖いこと、不安なこと、治らないことを日本中の 15 万人の CD

や UC の患者さんに嬉々として楽しんで病気を作っている医者たちに怒りを感じます。そん

な暇があれば私のホームページでも読んで、『医者たちよ、賢くなってくれ！』と叫びたい

です。 

『何のために偏差値の高い優秀な脳を与えられたのか？患者の病気を治すためでしょ

う？そのためになぜ頭を働かせないのか？何も難しいことではないじゃないか。口先だけ

で患者の為に医療をやっていると言いながら、やっていることは患者を苦しめているだけ

ではないか。真実の為になぜ権力に刃向かわないのか？権力に刃向かっても、患者の病気

を治す限りは必ず患者が支えてくれるのがなぜ分からないのか？一人にかかる税金は40万

円といわれており、患者さんが 15 万人いるといわれていますから、40 万×15 万人×12 ヶ

月＝7200 億円の税金が一年間にかかっています。このお金が製薬メーカーと病院に入りま

す。天文学的な費用です。病気を治さないでこのようなお金を儲けるために医者は金の亡

者になっているといわざるを得ません。 

私のように正しい医療をやれば、報酬としてお金がいただけ、患者からも喜びをいただ

け、生き甲斐や幸せもたっぷりいただけるのに、なぜお前たちがやっている医療に疑問を

感じないのか？こんな素敵な若い女の子を一生原因不明だ、治らない、と言い続けて恥ず

かしく思わないのか？若い女の子が一生苦しむ姿を見て胸が痛まないのか？真実の医療に

は必ず患者がついてくれるのだ。大学教授が何が怖いのだ。真実以上にこの世に怖いもの

が何があるのだ。』と叫びたいのです。） 

 

 4 月 28 日。二回目のＧキャップ。しかし静脈に入らず動脈にもチャレンジしましたが、

やはり入らず大量出血しました。（ここで UC に使われる G-CAP と L-CAP について説明して

おきましょう。この治療法も医学者たちが学問の慰みに思いついた治療であり、根本治療

ではなく金食い虫の一つであり、国民の医療費を増やし、大衆の懐は減らしますが、一方

では病院や医者の懐は肥えるばかりの無駄な治療です。 
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G-CAP は、顆粒球吸着療法と呼ばれるものであり、UC 患者の血液をいったん体外に取

り出して、特殊なビーズが詰まった顆粒球吸着器（アダカラム）に通すことで、炎症の原

因となる血液中の顆粒球を選択的に吸着除去および機能を変化させ、血液を体内に戻す体

外循環療法（血液浄化法）といわれています。実はこのような説明は間違っています。あ

くまでも UC の患者さんの腸管で起こっている炎症の原因は化学物質であります。この化

学物質を IgG で排除するために顆粒球といわれる好中球や好酸球や好塩基球が働いている

に過ぎないのです。まるで顆粒球が悪事をしている様な書き方は間違いです。しかも一時

的に顆粒球を除去しても再び骨髄で顆粒球が作られるわけですからいたちごっこであり、

患者の苦しみを増やして医療費にかかる税金が増えるだけです。 

痛い思いをした患者さんがどのように G-CAP をされたのかを説明しておきましょう。 

肘窩静脈（腕）もしくは大腿静脈を消毒後、専用の注射針付きカテーテル（管）で刺し、

血液回路（体外に取り出された血液が通る管）とつなぎ、専用の血液循環装置を使って、

血液を体外へ連続的に取り出します。取り出した血液は血液回路を経て顆粒球吸着器（ア

ダカラム）を通り、再び血液回路を経て体内へ返すようにされます。 

体外で出た血液が血液回路やアダカラムの中で固まらないようにするため、臨床でも使

われている抗凝固剤という種類の薬（商品名：フサン）を入れます。この薬は血液回路や

アダカラムの中だけで働き、体の中に血液が戻る時にはほとんど効果がなくなるよう調合

されています。と書かれていますが、抗凝固剤といわれるフサンのためにショックを起こ

した人がいます。そのために二度と G-CAP ができなくなったと伝えてくれた患者さんがい

ました。 

G-CAP の後、効果を確認し、病状をみるために大腸内視鏡検査、血液検査等を定めた時

期に行われるのですが、たとえ一時的に炎症を抑えても、根本治療が行われない限り再び

生じるものですから、このような痛い治療は全く意味がないのです。患者に負担をかけ、

国民に税金という負担をかけるだけです。治療時間は１回６０分（血液約１８００ｍｌ、

毎分３０ｍｌ）であり、治療回数は週１回×連続５週間（１セット）（１回の活動期に対し

て２セットまで可能）税金で可能でありますが無駄な税金であります。民主党の仕分けに

最初に吊るし上げられるべき G-CAP でありますが、政治家は医療のことは 100％無知なの

で誰も口にしません。残念です。 

 

次に L-CAP について述べましょう。L-CAP は白血球除去療法といわれるものであり、

G-CAP と同じように患者の血液をいったん体外に取り出して、特殊なフィルター（セルソ

ーバ EX）に通すことで、炎症の原因となる血液中の白血球（顆粒球、単球、リンパ球）や

血小板の成分を除去し、血液を体内に戻す体外循環療法（血液浄化法）です。炎症にかか

わる白血球を除去することでサイトカイン等の情報伝達を断ち、炎症を抑えるのです。

G-CAP は顆粒球だけを除去する方法でしたが、この L-CAP は血液中の白血球の全てを除
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去する大掛かりなものです。白血球は顆粒球以外に単球やリンパ球が含まれており、さら

に L-CAP では血小板の成分も除去してしまうのです。これらは元来、人体の免疫にとって

必要な成分であるので、この L-CAP も医者の遊びでやっていると極言してもいいぐらい無

駄な治療です。もちろん言うまでもなく UC が L-CAP で治るわけではありません。私の

UC の患者さんにはこのような無駄な痛い G-CAP や L-CAP をやって病院を儲けさせた方

がたくさんおられます。本当に医療機関はやりたい放題の人体実験をやっているだけです。

残念です。 

ついでに具体的な方法について説明しておきましょう。G-CAP と基本的には同じであり

ます。肘窩静脈（腕）もしくは大腿静脈を消毒後、専用の注射針付きカテーテル（管）で

刺し、血液回路（体外に取り出された血液が通る管）とつなぎ、専用の血液循環装置を使

って、血液を体外へ連続的に取り出します。取り出した血液は血液回路を経て白血球除去

器（セルソーバ）を通り、再び血液回路を経て体内へ返されます。 

体外に出た血液が血液回路やセルソーバの中で固まらないようにするため、臨床でも使

われている抗凝固剤という種類の薬（商品名：フサン）を入れます。この薬は血液回路や

アダカラムの中だけで働き、体の中に血液が戻る時にはほとんど効果がなくなるよう調合

されているようです。その後効果を確認し、病状をみるために大腸内視鏡検査、血液検査

等を定めた時期に行います。 

皆さん、大腸の内視鏡検査もどれほど苦しいものかご存知ですか？必ず内視鏡をやった

後に細菌が大腸の炎症部位や潰瘍にひっつくので、大腸の炎症症状が悪くなると内視鏡を

された患者の皆さんが口を揃えて言っています。治療時間は１回６０分（血液約１８００

ｍｌ、毎分３０ｍｌ）であり、治療回数は週１回×連続５週間（１セット）（１回の活動期

に対して２セットまで可能）で、G-CAP と同じです。） 

  

そしてこの日から栄養は点滴のみ、絶食が始まりました。再度医師から説明があり、血管

が入りにくいので次回からはカテーテルで鼠頚部から入れることと、同時に栄養が足りて

いないので、ＩＶＨ（首に穴をあけて直接栄養を入れる）を提案されました。この提案を

聞き、両親は松本医院を訪ね、今までの私の症状を説明してくれました。（ＩＶＨは元来、

食事が摂れない人の為に行われる栄養補給法であります。ＩＶＨは英語の“IntraVenous 

Hyperalimentation”の略で、中心静脈栄養法といわれるもので、口から栄養が摂取できな

い場合に体液のバランスの維持と共に栄養補給を目的として行われます。大静脈、主に上

大静脈内に留置したカテーテルを通じて、電解質・糖質・アミノ酸・さらにビタミン・微

量元素を配合した人体に必要な全ての栄養素を含む輸液を点滴注入するのです。数ヶ月続

けても栄養不良は起きないのです。 

クローン病(CD)や潰瘍性大腸炎(UC)の患者さんにとって、実はこの IVH は根本治療にも

貢献してくれるのです。なぜならば上記の輸液は化学物質が一切混入していない蒸留水に

人体に必要な化学物質を含まない純粋な 3 大栄養素に加えて、ビタミンや電解質だけが投
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与されるので、IVH をやっている間は、CD や UC の原因である化学物質が患者の体内に

入らないので、炎症が起こらないのです。従って既に起こっている糜爛や潰瘍が治りやす

くて、この患者さんも全ての間違った薬を拒絶し、IVH だけを続けた後、3 週間で退院で

きたのは、まさに IVH で治療したからです。つまり IVH は単に栄養補給剤ではなくて、

UC の根本治療にも大いに役に立ったのです。もちろん入院時にこっそり私の漢方薬を飲む

ことで免疫を上げ続けた効果は言うまでもありません。退院時には大病院の UC の専門医

も驚いたぐらいに血液の検査結果も腸管の状態もほとんど完全に正常に戻ったのです。 

この患者さんの回復ぶりを見たときに医者が学ぶべきは、UC は治らない病気でもなく、

原因が分からない病気でもなく、何らかの異物が飲食物に含まれ、それが原因であると考

えるべきなのです。この飲食物に入っている何が原因であるかをさらに真剣に追究すべき

でありますが、彼らは患者の病気を治してあげようという心がけもなく、かつ探究心もな

いので、不思議がるだけなのです。答えは飲食物に含まれた化学物質であることに全く気

がつかないのです。愚かな医者たちです。 

実は私は UC と CR の専門病院を作ろうとしています。理由はいくつかあります。しか

し大阪では無理です。なぜならばベッドが過剰であるからです。15 万人もの UC、CR の患

者さんが簡単に病気を治せる方法を全て知っているからです。IVH も治療法の一つとして

使えます。） 

 

 先生は噂どおりの熱い人で「大丈夫。必ず治る。Ｇキャップダメ。ステロイドダメ。ア

サコールもだめ。」と強く言われ、強く握手してくださったそうです。私も先生にお電話し、

先生の熱い声を聞き「あんたの免疫が病気を治すんや」と言われ、その晩から父がプリン

トアウトしてきてくれたたくさんの手記と理論を入院中のベッドの上で何度も何度も読み

ました。 

（現在の世界中の医者たちは患者の病気を治すことには全く関心がないのです。ただ金

儲けだけです。確かにエゴなる遺伝子に動かされ生きている人間ですから、エゴを満たす

最大の武器はお金ですが、病気を作って医者がお金を患者から巻き上げることは許せませ

ん。このような行為を“盗人”といいます。いや盗むだけなら許せますが、一番大事ない

わゆる健康というものを奪い取っても、金が入る限りは喜び続ける医者たちに怒りを感じ

ざるを得ません。“盗人たけだけしい”という言葉は、まさに現代の医者にピッタリの言葉

です。 

 最近若者にますます CR や UC が増え続けています。全国から錚々たる医学部の医学生が

患者として当院を受診し、既に何人かを治してあげました。ところが彼らは医学生時代か

らエゴイズムを発揮しております。手記を書いてくれといっても決して書きません。彼ら

は自分の病気だけは治してもらっても感謝は全くしないどころか、他の同病の患者の苦し

みを棚において金を儲けるために医者になろうとしている素質を医学生時代から既にその

萌芽を示しております。日本が不景気であるにもかかわらず、医療関係者だけがいつもニ
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コニコしています。患者を食い物にして、金さえ儲ければ万々歳だというわけです。悲し

いことです。さらに最近は某公立大学の医者も、自分の大学のクローン病の治療の間違い

に気づいて当院で治療し始めました。彼はとても真面目な医者でありますが、もちろん真

面目な好青年しか CD や UC にはならないのですが、医者である自分だけが松本医院で治し

てもらうことに葛藤を抱いているようです。某公立大学の間違った医療を受けている同じ

病気の患者さんが一生治らないといわれ、人生を踏みにじられていても、自分だけが治れ

ばよいという態度をこの医者が持ち続けられるか興味を持って眺めています。） 

 

 4 月 30 日。この日から入院中の私は病院の薬を飲んだふりをし、毎日漢方を食 前、食

後そしてアミノバクトを飲む日々が続きました。漢方は母が家で煎じて水筒に入れ病院に

届けてくれるのですが、その味は人生生まれてからこんなまずいものは飲んだことがな

い！！というほどの味でした。（不味いからこそ異物を吐き出す免疫を高める力があるので

す。美味いものは栄養いっぱいですが、免疫を上げる力は何もありません。このような漢

方薬を 2000 年前に見出した中国人の頭脳のすごさに頭が下がります。）砂糖を入れたり、

はちみつを入れたりしましたが、なかなか喉が通りませんでした。匂いは独特のものがあ

るので隠れて早く飲むのに最初は苦労しました。Ｇキャップもステロイドも拒否したので、

かなり病院にはいづらい状況でしたが、絶食のまま点滴のみの治療になりました。 

（病院は元来病気を治す為に作られ、かつその病気を治すための相互扶助のために社会保

険診療が創設されたのです。つまり病気を治す為にかかる 7 割の費用を社会主義にしたの

です。皆さんお分かりのように、社会主義は必ず腐敗します。最後に残された北朝鮮も金

正日総書記が亡くなったために 20 代の息子の金正恩が後継者になったのですが、いずれ近

いうちに崩壊するでしょう。社会主義は必ず権力者が自分のエゴのために好き放題に国民

をコントロールできるのです。日本の社会保険診療に基づいた医療社会主義の総書記は医

学会のボスであり、軍は製薬メーカーであり、権力層は医者をはじめとする医療従事者た

ちです。彼らは自分のエゴなる遺伝子を最大限に満足させるために一般大衆である患者の

免疫の遺伝子の全てを食い物にしております。一般大衆が国の主人公であるように、医療

の主人公は患者さんであるにもかかわらず、患者は常に搾取される側に回っております。

患者の病気は治ろうが治るまいが権力者である医学会のボスたち、つまり大学医学部の教

授たちは金が儲かる限り意に介していません。 

患者が自分の病気を治すのは、まさに 38 億年かかって進化しきった完璧な免疫の遺伝子

であるにもかかわらず、その遺伝子を傷つけようと虎視眈々たくらみ続けている医薬業界

はまさに社会主義の北朝鮮と変わりません。しかも既にご存知のように現代の病気の原因

は 4つしかないのです。1番目の最大の人間の免疫の敵は、言うまでもなく化学物質であり

ますが、世界中の医学者の誰一人として認めようとしないのです。2つ目はヘルペスウイル

スでありますが、これも世界中の医学会は絶対に認めようとしないのです。ただ 3 つ目の

風邪のウイルスと 4 つ目の細菌は誰もが知っているものですから、医学会も認めています
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が、現代文明では既に風邪のウイルスと細菌は大した敵ではなくなってしまっているので

す。 

結局は化学物質とヘルペスウイルスの 2 つだけが現代の文明では人体の敵であるので、

病気という言葉をなくすべきなのです。病気という言葉は歴史的にも社会的にも医学的に

もあまりにも広範で曖昧で、かつ恐ろしい響きを持ち続けているにもかかわらず、誰も病

気の定義も正しく下していないので、このような病気という言葉をまずなくすべきなので

す。さらに病気に関わる病名が 24000 種類もあるのですが、この病名も廃止すべきなので

す。 

新たに作るべき必要な病気、つまり病名はたった５つです。しかもこのような病気は免

疫が人体から要らないものを掃除しようとして起こす正義の戦いですから、良い病気とい

うべきなのです。しかも免疫が敵に負けてしまうような戦いは何もないからこそ、ますま

す良い病気というべきです。一つ目の敵は化学物質であり、IgE で戦う正しい病気(アレル

ギー)、ふたつめは化学物質と IgG で戦う正しい病気(膠原病)、3 つ目はヘルペスウイルス

を IgG で神経で戦う正しい病気(ヘルペス)、4 つ目は風邪のウイルスと戦う正しい病気(上

気道炎)、5 つ目は細菌と戦う正しい病気(細菌感染症)だけが現代の病気と言っても過言で

はないのです。遺伝子病や癌は全て悪しき神が創ったどうにもならない遺伝子異常症です

から、いかなる人間も遺伝子を変えることができないので、諦める以外にはないのです。

もちろん成人病は全て自分自身の贅沢が生まれた病気ですから、自分で贅沢をやめれば簡

単に治ってしまうので本当の病気ではないのです。 

ところが昔も今も訳の分からない病名を武器にして医者たちは患者を脅かし、怖がらせ、

不安がらせ自分たちが患者を思い通りに金儲けのターゲットにしているだけなのです。ま

るで北朝鮮の金正日に似ていると思いませんか？国民が主人公であるのに、金一族の繁栄

の為に北朝鮮を食い物にしてきたのは、患者のために医療があるのに、医者が主人公とな

り嘘をつきまくって病気を作り続けている医療界の医者一族たちに似ていると思いません

か？ちょっと、いや、かなり言い過ぎたかもしれませんが、総連系の人にも殺されそうな

ことを書いているようですが･･･。そのうち私の死体が北朝鮮で発見されるかもしれません

ね。） 

医師からは、「Ｇキャップやステロイドなしでこの病気は絶対によくならない。」と両親

も呼ばれ叱られましたが「もう尐し様子を見させてほしい。」と拒否し続けました。松本先

生からは、「そんな金にならん患者はほりだされるぞ！」と言われましたがまさに病院の対

応は冷たくそんな感じでした。 

（彼女も素敵なしっかりした女性ですが、何よりもご両親が一生治らない病気のキッカ

ケを作らせないために、病院のプレッシャーと戦った根性に乾杯です。可愛い娘さんに対

する親としての愛情と、私に対する信頼が彼女を医原病から救い出したのです。先ほど病

気の種類を述べたてましたが、書き忘れたことがあります。実は医者と薬が作った病気が

現代文明に見られる最大の病気なのです。ところが医学者が書いた全ての医学書には“医
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原病”や“薬原病”や“医薬原病”という項目は一切見られません。まさに医学を支配し

ている権力者である大学の教授が最初に書くべき現代病の項目であるにもかかわらず、無

知なる大衆のみならず、医学生をも意図的に騙そうとしているからです。 

それではどうして医原病が生じるかについて、彼女を例にして詳しく述べましょう。ま

ず彼女は UC と診断されたときになんと言われたか覚えておられますね？「UC は絶対に治ら

ない病気です。」と。21 歳の女性がいわば死の宣告に等しいこのような言葉を聞いて、彼女

の心は絶望に打ちのめされたことでしょう。感受性の高い女性であれば鬱になり、心の異

物が彼女の魂をも侵し、肉体の病のみならず精神の病に一生苛まれることになるでしょう。

しかし彼女は耐えました。この死の宣告に対するストレスに耐えるために、彼女は必死で

自分の副腎皮質でステロイドホルモンを出したのです。ステロイドホルモンは免疫を抑え

ます。一時的には UC は良くなるように見えますが、ステロイドホルモンを常時出し続ける

ことはできません。休憩が必要です。そのたびに炎症のリバウンドが起こります。さらに

UC は腸管に範囲を広げ、腸管の粘膜を深く蚕食していきます。 

さらにIgGの世界をクラススイッチしてIgEの世界に変えるBリンパ球のAID遺伝子が、

過剰なステロイドのために ON にならずにいつまでも UC がひどくなるばかりです。これで

彼女の免疫はクラススイッチもできず、従ってクラススイッチの後に起こる自然後天的免

疫寛容が仮に起こったとしても、IgG の戦いで深く傷ついた腸管の組織はいつまでもいつま

でも癒えることがないのです。 

IgE の戦いはあくまでも排除する戦いであり、かつ一時的、かつ即時的な戦いなので、排

除する場所である皮膚や粘膜は傷つくことがないのですが、IgG の戦いは殺し合いの戦いで

すから、戦いが長引けば長引くほど人体の組織が、特に UC の場合は粘膜の組織がえぐれて

しまい、修復するのに時間がかかります。仮にある化学物質に対して免疫寛容を起こした

として戦いの終息が始まり、IgG の戦いも減っていき、途中で戦いを中断したとしても、中

断したために傷ついた組織がますます治りにくくなるのです。というのは、IgG によって起

こされる炎症というのは単に戦いをやるだけではなくて、必ず組織を修復するという働き

もセットとして炎症反応に含まれているので、中途半端に炎症を止めることになれば正常

な組織に修復されることができなくなるのです。まさに間違った医者のたった一言に耐え

るために自分で作り出したステロイドホルモンが医原病のキッカケとなるのです。 

彼女が仮にさらにUCの間違った治療で用いられる免疫を抑えるペンタサ、サラゾピリン、

イムラン、レミケード、さらに種々のステロイドを使われていたらどうなっていたでしょ

うか？これらは全て病気を治す免疫の遺伝子を抑えるだけですから、上に述べたようにク

ラススイッチもできなく、自然後天的免疫寛容も起こせずに永遠に治らない病気にしてし

まうのです。まさに現代医学は医薬原病を起こすこと以外に何もないのです。これも医薬

業界がお金を稼ぐためだけに日夜作り続けている薬が起こすものです。 

レミケードなどは一回投与するだけで 26 万円以上もかかるといわれています。こんなボ

ロ儲けの薬は他にあるでしょうか？しかも絶対に病気が治らないために用いられる薬です
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から、こんな不景気でも世界中の製薬メーカーが大儲けをしている理由がお分かりでしょ

う。病気を治すこともできないのに高額医療費を税金で持たせる医薬業界のずるさがおわ

かりでしょうか？まさに7割社会主義の医薬業界の実態はレミケードだけにとまりません。

この世に薬が治す病気などというのは何一つありません。この世に医者が治せる病気など

も何もありません。病気を治すのは患者さんの免疫だけなのです。医者や薬ができること

は、この患者さんの免疫の奴隷になるだけなのです。にもかかわらず患者は医薬業界が金

を儲けるための奴隷にされているだけなのです。なんと皮肉なことでしょうか！大衆は無

知で愚かですから、勉強が大嫌いで、かつ自立心を持とうとしません。従って医者や薬屋

に騙されるのは当然と言えば当然ですが悲しすぎます。 

医療の社会主義体制をつぶせ！医療の無責任体制をつぶせ！責任を取らない権力機構は

北朝鮮の金日成・金正日・金正恩体制と同じだ！つぶせ！大阪市長の橋下が無責任地方官

僚システムをつぶそうとしているように！！実を言えば、官僚システムは社会主義システ

ムなのです。官僚はひとたび採用されると終身雇用制で、かつ年功序列制で、かつ労働組

合がないのはまさに社会主義システムである証拠です。官僚も企業と同じく競争社会にす

べきです。犯罪を犯さない限り永遠に給料も身分も保証される官僚システムは見直すべき

です。100％無責任の金食い虫の医療体制をつぶして、“治してナンボの医療体制に変えよ

う！”“治らない医療にお金を払うな！”“医療を医者に独占させるな！” 

また、社会保険医療に患者を参加させるべきです。このような意見を言うと医学会や医

者たちはきまって「患者は無知だから参加させても意味がない」と言います。これに対し

て私は次のように反論しましょう。「その通りでしょう。しかしあなた方医者たちは何のた

めに医療をやっているのですか？患者の病気を治すために医療をやっているんでしょう？

にもかかわらず病気を治さないのになぜお金を取るのですか？」と。「病気を治療する事は

元の体に戻すことです。ちょうど故障した車を治療する事は、元の故障のない車に戻すこ

とです。戻さなければお金を払う必要はないでしょう。にもかかわらずあなた方は病気も

治していないどころか、新たなる病気を作ってお金を取っているのですから盗人ではあり

ませんか？」と。この反論は医学に無知であるかどうか以前の倫理の問題であり、かつ経

済原理の問題であります。これらの倫理や経済の問題を無視して、医者たちが金儲けのた

めに好き勝手できるのは患者の弱みにつけ込んでいるからです。これはやくざまがいの行

為といっても過言ではないでしょう。 

いずれにしろ患者にだけ金を出させ、かつ税金で金を出させておいて、患者や一般大衆

の声を反映させない医学会にも患者を参加させるべきです。“患者のためにある社会保険医

療と医学会に患者を参加させろ！”そして医学会と製薬メーカーの癒着ぶりを明らかにす

べきです。日本には学会というのはあらゆる学問分野でゴマンとあります。しかも医学に

関係する学会も数え切れないぐらいあります。ところが医学に関係する学会だけが金が潤

沢であるので、あらゆる都市の超一流のホテルを用いて、まるでお祭りのようです。なぜ

でしょう？製薬メーカーがお金をくれるからです。なぜでしょう？医者に毒薬を売らせる
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ためです。このような癒着が続く限りは永遠に世界の医療は毒薬をまぶされた患者で溢れ

かえり、医学がいかに発展しようとも、見せ掛けの医学であり病気を拡大再生産するだけ

であり、永遠に病気はなくならないでしょう。 

遠回りしましたが、本論に戻って最後に医者たちが医薬原病を作っている根拠を述べま

しょう。それは薬自身が化学物質であるからです。製薬メーカーの工場のオートメーショ

ンのアセンブリラインで作られているのは化学物質そのものであります。人工化学物質で

価値ある薬は 3つしかありません。ワクチン(ワクチンにもいろいろあります。もちろんイ

ンフルエンザワクチンは価値があるかどうか私は疑問に思っています。)、抗生物質、抗ヘ

ルペス剤の３つだけです。あえて 4 つ目を加えると、補充療法として用いられるホルモン

剤だけです。その他の何万種という薬は全て必要ありません。 

言い忘れました！私の治療の最高の武器である漢方煎剤です！なぜ言い忘れたかといい

ますと、製薬メーカーの工場で作る薬ではないからです。中国人よ、漢方煎剤を作ってく

れてありがとう。漢方煎剤は薬というべきでないほどに別格の存在です。漢方薬は薬膳料

理に使われるくらいに食べ物に近いものです。免疫を上げる美味しくない食べ物といえま

す。ここでついでに一言追加しましょう。漢方エキスは漢方煎剤とはまた別の薬と考えて

ください。漢方エキス剤は薬膳料理には使えないことからもお分かりになるでしょう。 

それではなぜ製薬メーカーが工場で作った薬が医薬原病となるのでしょうか？それはま

さに人間にとって異物となる化学物質であるからです。従ってこの化学物質を長く飲めば

飲むほど、人間の免疫の遺伝子に異物と認識されて戦いが始まり、皆さんが既にご存知の

ように、IgE でこのような化学物質をアレルギーで排除するか、IgG で処理すべく膠原病に

なってしまうのです。特に薬は毎日医者に騙されて 1 日 3 回も飲まされ続けますから、ま

すます化学物質が体内に蓄積し、それを免疫が異物と認識されやすくなるのです。つまり

この場合は、医者に無理やり病気を作るために化学物質を投与されてしまう結果、新たな

るアレルギーか膠原病になってしまうので、医者と薬が医薬原病を作っていることになる

のです。 

皆さん、健康補助食品やあらゆる種類の健康保険薬やサプリメントは飲む必要はありま

せん。何の意味もないからです。それどころか新たなる化学物質が病気を作ることになり

ますから、病気になりたくない人はやめるべきです。現代は健康の元である食品を摂り過

ぎて成人病になるので、健康補助食品やサプリメントはさらに成人病を促進することにな

ります。標準体重を守り規則正しい生活をして適度に体を動かせば成人病にはなりませ

ん！私は 66 歳でありますが、なぜこんなに元気だかお分かりになりますか？皮肉にも一切

薬も飲まないし、サプリメントも摂っていないからです。現代は健康過剰だからこそ病気

になっているのです。 

最後に私は他の人にできない事ができます。『自分よりもお金儲けが上手で、ハンサムで

能力があり女性にモテモテで、どこでもヒーローになり、100％私の嫉妬の対象になる人』

の幸せを心から共感できる心のあり方です。その幸せの代表はゴルファーの若きヒーロー
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である石川遼であり、ソフトバンクの孫正義社長であり、ユニクロの柳井正社長でありま

す。その他いくらでも嫉妬の対象になれる人がゴマンといます。その人たちが私の嫉妬の

エネルギーを幸せのエネルギーに変えてくれる人たちです。私より幸せな人、私よりお金

を儲けている人、私よりもハンサムで女性にもてる人、皆さんありがとう！あなたが私の

不幸を救ってくれる人です！本当に私の嫉妬や不幸を幸福に変えてくれてありがとう！あ

なた方の幸せを心で盗んでも叱り付けない素敵な皆さん方、ありがとう。私は近いうちに

『人の幸せを自分の幸せにする』という宗教団体を作るつもりです。ワッハッハ！） 

 

 5 月 6 日。結果は下血の回数も下痢の回数も尐しずつ減っていき良い方向に向かっていま

した。漢方の力恐るべきです！汁ものの食事も始まりました。しかし熱は続き、左横腹に

強い痛みが始まりました。（そう、その通りです。漢方煎剤こそが万能の薬です。2000 年の

中国漢方の歴史の中で、先人たちがあらゆる病気に対して処方を見つけ出してくれていま

す。彼らは免疫のイロハさえ知らなかったにもかかわらず、植物の持つ免疫の力を人間の

免疫を上げるために、あらゆる症状に対してあらゆる種類の精妙な漢方生薬の組み合わせ

である処方を作り上げてくれました。この処方を勉強して CR や UC はもとより、全ての人

間の故障を修繕することができるのです。漢方煎剤、万歳！中国人の歴史と知恵に万歳！） 

 

 5 月 10 日。横腹の痛みがとれず、尿、便、血液、ＣＴ検査の結果、「急性腎盂腎炎」と言

われました。松本先生に「病院で移されたんや！」と言われました。今度は腎盂腎炎を治

すために抗生物質の点滴が始まりました。この間、下血は止まり、食前の漢方はなくなり

ました。体重は 43 キロから 39 キロになりガリガリになっていました。（病院はウイルスや

細菌の巣窟といってもいいのです。なぜならば病院に入院している患者の全ての治療は、

患者自身が自分の命を守る免疫をこらしめるだけですから、ウイルスや細菌にとっては最

高の培地です。元来病原性が強いウイルスや細菌はもとより、病原性の弱い病原菌でさえ

も、患者の免疫が弱いために簡単に患者の体に入り込んで病原性を発揮し、日和見感染を

も起こすので、それこそ病院は病原菌天国といえます。彼女も病院内にウヨウヨしていた

病原菌がたまたま泌尿器から侵入し、急性腎盂腎炎になったのでしょう。このような病気

は“医原病”というよりも新たに“病院病”と名づける方が適切でしょう。このようにし

て病院はますますお金が入るようになっているのです。ワッハッハ！） 

 

 5 月 16 日。やっと点滴が終了し、捕らわれの身から自由の身になったようなとても嬉し

い気持ちになりました。「Ｇキャップやステロイドなしで絶対に良くなりません。」と言わ

れましたが症状は明らかに良くなっていました。熱もなく下血もとまり下痢もなくなって

いました。しかし医師からは全くそのことに関してはふれられませんでした。こちらから

もそのことを尋ねることもしませんでした。（「Ｇキャップやステロイドなしで絶対に良く

なりません。」という言葉は 100％間違いです。正しい言い方を教えましょう。「Ｇキャップ
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やステロイドを使うからこそ絶対に良くなりません。」と言い換えるべきです。つまり「免

疫を抑える限り、全ての病気は治らない」と言うべきであるのに、彼らは何でもない石コ

ロを生涯金儲けができる金の卵に変えようとしているだけなのです。皆さん、このような

やくざまがいの医療を許せますか？最も倫理観が高いとされ、最も良心的とされ、最も頭

が良いとされ、最も思いやりがあるとされ、最も正直であるべき医者が日本中で、いや世

界中で最も嘘つき集団である事を知ってください。21 歳の素敵な女性の命を奪い取っても、

金の方がはるかに魅力があるのです。その通りです。金ほど魅力があり万能であるものは

何処を探してもありません。しかも一番手に入れることが難しいのです。その金を手に入

れられるチャンスをもたらしてくれる一つがＧキャップであり、ステロイドであるのです。

彼らは無知なる患者の弱みに付け込んで、まるで反対のことをヌケヌケと恐喝まがいに語

るのです。 

皆さん、このような医薬業界をどうしたらつぶすことができますでしょうか？それは責

任を取らせることです。具体的には彼女が UC を治してしまったときに、「UC は一生治らな

い」と言った言葉に責任を取らせるべきなのです。実はもう彼女は完全に UC が治り、当院

には来ておられません。この責任を医者に医学会に製薬メーカーに取らせるべきなのです。

大阪市長の橋下徹市長のキャッチフレーズの「責任を取る行政」と同じく、「責任を取る医

療」をやらせるべきです。医者の責任の取り方については皆さん、真剣に考えてください！

この文章で書かれているように、症状が良くなっているにもかかわらず、どうしても金を

儲けたいために「ＵＣはＧキャップやステロイドを使わないと治らない」と言い続けるの

です。この大病院も日本１，２を争う利益を上げている有名な大病院です。このような金

儲けの治療はＵＣの治療だけではありません。全ての病気について行われているのです。

皆さん、念のために言っておきますが、嫉妬に駆られて言っているわけではないことを知

ってくださいね、アッハッハ！） 

 

 5 月 21 日。待ちに待った退院。私にとっては本当に辛い入院でしたが、自分の病気を向

きあい、自分の体を知る良い機会でもあったような気がします。（医者も彼女の病態が良く

なったからこそ退院させたのです。にもかかわらず、なぜ良くなったかについては考えよ

うともしないのです。なぜならばＵＣが良くなるメカニズムが分かってしまうと、15 万人

もいるＵＣやＣＲの患者に対して治らないと言い続けている彼らの嘘がバレてしまうので、

一切考えようとしないのです。医者や医学会のボスたちは、金儲け以外に何の興味もない

のです。医薬業界ほど嘘で塗り固められている業界は世界中どこを探してもありません。 

まさに人間は金の為に生き、金の為に死んでいくのです。資本主義は金が全てです。ア

メリカが世界を支配し続けることができたのも、ユダヤ人がアメリカのみならず世界を支

配し続けることができるのも、彼らが金を世界一支配できるからです。民主主義は本来は

貧乏人の為に作られたものでありますが、貧乏人である一般大衆はユダヤ人ほど頭が良く

ない上に勉強しないものですから、民主主義も“仏作って魂入れず”の砂上の楼閣になっ
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ております。残念です。私がいかに 100％完璧な医学理論を構築しても、学会がそれを認め

ようとしない限りは愚かな大衆に理解されることはありません。彼女や彼女のお父さんや

お母さんのように賢い人だけが、私との出会いが許される機会を得ることができるのです。

この文明の世に怖い病気は何もありません。 

この文明の世に原因の分からない病気は何もありません。従って治らない病気などとい

うのは何一つないのです。一番怖い病気の原因は医者であり薬であるのです。病気を治す

のは自分の免疫以外に何もないのです。彼女は骨の髄までこの真実を知ったはずです。） 

 

 5 月 25 日。退院後、松本医院を訪ねました。先生は強く握手してくださいました。情熱

と強い信念を感じました。「ストレスためたらあかん！頑張りすぎたらあかん！」と励まし

てくださいました。針とお灸も初めて体験しました。（症状は取れていましたが、データ的

にはまだ炎症所見が尐し残っていたので、フィニッシュをやり遂げるために最後の鍼とお

灸をやりました。と同時に、鬱にならないために戦うホルモンであるステロイドホルモン

を自分の副腎皮質で出しすぎたためにＵＣが起こったことも充分に説明してあげました。

もちろん賢い彼女はすぐに納得してくれました。） 

 

 下痢止めの漢方と目のかゆみを治す漢方をいただきました。この頃から目のかゆみがひ

どくなり、背中にじんましんがでるようになりました。これがクラススイッチなのかなあ。

と思いました。（漢方煎剤はもとより鍼灸は免疫を上げてクラススイッチを促進してくれる

のです。）私は幼稚園の頃喘息で入院したことがあり、その後も時々発作がでました。漢方

を飲み始めてから喘息の方もよくなってきたような気がします。その後、最初は二週間に

一度、そして一カ月に一度、鍼灸をしてもらい、漢方を頂きに松本医院に通っています。

６月は時々下痢もありましたが、７月からは絶好調です。私の場合ステロイドを使ってい

なかったのがよかったかもしれません。今では普通に大学に通い、ファーストフード以外

の食事はいろいろと楽しんでいます。（このように UC も膠原病の一つであり、化学物質を

IgG で処理する結合組織が腸管であり、この化学物質を IgE で処理すべくアトピーや蕁麻疹

に変えてしまえば、後は自然後天的免疫寛容を待つばかりです。免疫の遺伝子を自然に発

現させれば UC の原因となった化学物質と共存することができるようになり、UC もアトピー

をはじめとするアレルギーも全て治ってしまうのです。） 

 

 10 月 15 日で入院して半年が過ぎます。「潰瘍性大腸炎」と告げられた日、まさか半年後

にこんな生活が過ごせるなんて、夢にも思っていませんでした。松本先生、そして松本医

院の皆さま、本当にありがとうございました。そしていつも私を支え、見守ってくれる家

族にも感謝の気持ちでいっぱいです。子供の頃からの喘息も完治して、完璧に元気な身体

になれるようにもう尐し頑張りたいと思っています。 

（喘息は私以外の医院では「永遠に治らない」と言われているようです。予防投与的にス
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テロイドを毎日使うように命じられて当院を受診される喘息患者さんを見るたびに、医者

の悪事に憤りを感じざるをえないのです。しかも一生飲み続けなければならないと言われ

てくるのです。情けない限りです。先ほど無責任な社会保険医療をつぶせといいましたが、

さらに加えておきたいのです。現代の医学書、とりわけ臨床医学書を全部燃やし尽くして、

焚書坑儒をやれ！と言いたいぐらいです。免疫の遺伝子を神とあがめる松本医学を東大で

も京大でも全ての医科大学で使えと言いたいぐらいです。なぜならば 38 億年の免疫の進化

の中に完璧な教科書が作られているからです。免疫を抑える治療が一言でも書かれている

医学書はすぐに燃やすべきです！ 

最後に感謝の意を込めて、21 歳の彼女に幸あれと希求してコメントを終わります。 

 

2011/12/22 


